
曜日 月

時限 ２限

週 授業形態 小テスト・中間テスト・定期試験

1 登校

2 登校 小テスト5点

3 登校 小テスト5点

4 登校

5 登校

6 登校 中間テスト20点

7 登校

8 登校 小テスト5点

9 登校 小テスト5点

10 登校 小テスト5点

11 登校

12 登校 小テスト5点

13 登校

14 登校 定期試験50点

15 登校

30

2023年度　科目別　授業計画（シラバス）

科目名 化粧品検定２級 必修
選択

必修 年次 1 開講区分 2セメスター（後期）

学科・専攻 トータルビューティ科 授業
形態

講義
単位
時間

皮膚の働きや構造・生理作用についての基礎知識を習得する② 〜p.67

教員 永岡
【教員実務

経験】

百貨店にて美容部員経験を積み、講師業の他、日本化粧品検定協会認定講師として

美容コラムの執筆活動を行なっている。

【到達目標】

皮膚・化粧品の基本的な知識を習得し、得た知識を美容部員としてわかりやすくお客様に伝えることができるようになる。
日本化粧品検定２級に合格する。

　【授業の学習内容】

・皮膚の基本的な構造・肌悩み別に起こるトラブルや原因・解決策を学ぶ。
・美肌になるための生活習慣について学ぶ。

授業計画・内容

オリエンテーション　間違えがちな美容知識のチェック（３級内容）

皮膚の働きや構造・生理作用についての基礎知識を習得する① p.52〜

３級オンライン受験日

肌タイプ別の悩みや、肌の中の組織についての知識を習得する（乾燥）p.72〜p.77

前週までに習得した知識のプチ講義（グループ講義）　練習

前週までに習得した知識のプチ講義（グループ講義）　本番

テスト問題を作成してみよう！（テキスト内容復習）

肌タイプ別の悩みや、肌の中の組織についての知識を習得する（ニキビ・毛穴）p.78〜p.84

肌タイプ別の悩みや、肌の中の組織についての知識を習得する（シミ・くすみ）p.85〜p.90

肌タイプ別の悩みや、肌の中の組織についての知識を習得する（くま・しわ）p.91〜p.94

前週までに習得した知識のプチ講義（グループ講義）　練習

前週までに習得した知識のプチ講義（グループ講義）　本番

テスト問題を作成してみよう！（テキスト内容復習）

定期試験（筆記選択式試験）

　【使用教科書・教材・参考書】　 

日本化粧品検定２級テキスト・問題集
筆記用具

準備学習
時間外学習

その日の講義の復習・次の講義の予習を必ずすること

課題は、teamsに提出すること

評価方法

●習熟度　 　：　１００点（到達目標に対する成長具合や習熟度）
◇出　　　席　：　ＴＳ・実践・ＴＢ・ＨＭ・ＢＲ・国Ｂは７０％以上、美容師は出席率８０％以上（下回る場合は単位認定は無し、Ｅ評価となる）
◇合　　　否　：　６０点以上で合格（Ａ：１００～９０　Ｂ：８９～８０　Ｃ：７９～７０　Ｄ：６９～６０）　否（Ｅ：評価資格喪失、Ｆ：５９～０）　、
　　　　　　　　　　実習や習熟度が測れないものについてはＳ・Ｕ評価

受講生への
メッセージ

皮膚の基礎知識は、どのブランドでも必ず必要になる知識です。就職後苦労しないよう今のうちに知識を習得しておきましょう。

自分の肌を綺麗に保つ、美容部員になったらお客様にプラスαの知識を提供して信頼を得ることを目標に頑張りましょう！


